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【目的】精神科作業療法（以下．精神科 OT）の記録は、作業療法士（以下、OTR）の個々
の力量にゆだねられ質のバラつきが生じていることは否めない。今回我々は先行研究の結
果に基づき作成した「精神科 OT の経過記録様式（試案版）」（以下、試案版）を実際の記録
に用いてもらい、その使用感に関する調査を行った。 
【方法】1）対象：静岡県内で入院施設を有する精神科病院に勤務する OTR のうち経験年
数が 3 年以上で入院もしくは外来を担当する者とした。 2）手続き：協力の得られた対象
者に試案版を経過記録として用いてもらい 2 カ月後に使用感に関する調査を実施した。3）
試案版の構成：①機能に関するシート欄（ 12 項目）；観察される 3 つの領域（精神機能、
認知・遂行機能、身体機能）についてノーマルを中心軸として機能が亢進と判断される場
合には右に、減退と判断される場合には左に〇をつける。②メモ欄；実際の場面など補足
する情報を書き留める。③記録を文章化する欄；①②を統合し記録として文章化する。4）
使用感に関する調査：機能に関する 12 項目について、項目と表現の妥当性、実用性につい
て 5 点満点で判断を求めた。また訪問インタビューにより試案版を使用した感想等を聴取
した（40 分程度）。本研究は聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認（認証番号 16021）
を得て実施した。 
【結果】5 名の参加者に対し、１）機能に関するシート欄：『項目の妥当性』で平均値が最
も高かった項目は「意欲」および「集中」の 4.8、最も低かった項目は「協調運動」の 3.6
であった。また『表現の妥当性』で平均値が最も高かった項目は「意欲」の 4.4、最も低
かった項目は「興味・関心」の 3.4 であった。実用性については「項目数の妥当性」が 4.4、
「内容の妥当性」は 3.4 であった。最後に「この記録様式を使用したいか」については 3.4 
であった。2）訪問インタビューの結果：①良かった点；中心から左右の振れ幅で見ること
ができる評価軸が新鮮、機能面についてバランス良く配置され記載漏れの防止になる、対
象者の特徴を顕在化する助けになる、などであった。②修正すべき点；項目にあてはまら
ない状態の対象者の記述に困る、場面を踏まえた評価結果であることをどのように表現す
ればよいか困る、などであった。③変更すべきレイアウト；次回への関わり欄があると良
い、カルテに入る大きさ、チェックするだけの形式がよい、などであった。④今後に向け
て；特に変化のある急性期の対象者に有効と思われる、１枚を下敷きにしてそれを見なが
ら使いたい、電子カルテに入るとよい、構造化しているので統計処理的なこともできる可
能性がある、などであった。 
【考察】本調査の結果から、項目があることで記録の助けになる、機能面をバランスよく
記録することが出来るというメリットが伺えた。一方で項目の表現に当てはまらない状態
もあり、質的な情報をいかに組み込むかという課題が浮き彫りになった。今後の活用法と
しては、新人が記録に慣れるまでの補助ツール、レイアウトの工夫による電子カルテへの
組み込みなどが示唆された。今回の結果を踏まえ実用化に向けてさらに検討を重ねる予定
である。＜学会発表予定＞新宮尚人, 伊与田淳平, 酒井一道, 佐藤圭佑, 長屋里実, 藤田
さより：精神科作業療法における経過記録システムの体系化に向けて－経過記録様式（試
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